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◇見方をかえたらすきになる  

 

 わたしはくらいところがにが手です。一人でくらいところにいると、おばけや何かこわいものが出てき

そうだからです。だからこの本を読んだ時、くらいところがこわくてたまらないというコスモはわたしに

にているなと思いました。 

 ものがたりの中でくらいところのよさを知っていく二人を見ているうちに、わたしもイルミネーショ

ンを見るのはすきなことを思い出しました。「こわがらないで。ずっとそばにいるから。コスモのてをつ

かんではなさないから。いっしょならきっとだいじょうぶ。」そう言ってベティがコスモをはげます場め

んが一ばんすきです。すごくやさしくて、あん心する言ばだと思うからです。ちがう場めんでベティがこ

まった時、コスモが同じ言ばではげましていて、ちゃんとコスモにもベティのやさしさがつたわっていた

んだなと思ってうれしくなりました。二人でいっしょだからこそ出せるゆうきはすごいなと思いました。 

 今までは一人でいるとこわいと思っていたくらいところも、だれかといっしょならそんなにこわくな

いし、楽しいことをしていたら大じょうぶかもと思えるようになりました。 

 そうやって考えてみると、一どやってみたいんしょうやイメージだけで、出来ない、やりたくない、と

思っていたことがたくさんあることにも気づきました。ベティとコスモがくらやみの中でのびるかげが

りっぱだと気づけたように、にが手だと思っていることも、見方をかえたら楽しいとかんじたり、すきな

ところが見つかったりすると思います。だからこれからは、にが手だと思った時、すぐにきらいにならな

いで色いろな見方を考えてみたり、友だちや家ぞくにそうだんしたりしようと思います。 

 そしてにが手なことがうまく出来なくてこまっている人がいたら、いっしょに楽しいと思えることを

見つけられる人になりたいです。 
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